
研 究 授 業 の 様 子 

(研究授業とは札幌・仙台・弘前・山形の看護学校教員らが授業を参観し、その後ディスカッションを通して、 

教員の教育方法等を検討し教育力を高めることを目的にしています。本校は年間 2 から 3 回研究授業を行って 

います。) 

●基礎看護方法論Ⅸ(フィジカルアセスメント)  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

2022 年 11 月 16 日 

 

2 年生は 11 月後半に 13 日間の基礎看護学実習Ⅱがあ

り、実習に直結する内容となるため皆真剣です。 

実践的な内容になるよう、模擬電子カルテとシミュレ

ーターモデルを使って、授業を構築しています。 

ここでは 

うっ血性心不全を患っている50歳代女性をうけもった

ことを想定し、膨大なカルテ情報から、優先して収集す

べき情報は何かをグループで考えます。 

教員は、情報収集のためのポイントを説明しています。 

 

病気の特徴を思い出すことができるように、教員は事前学習を振り返りながら授業を進めていきました。 

グループワークをもとに、実際に模擬電子カルテから情報収集していきます。時間が限られているため、優先し

て収集すべき情報は何か、助言しています。 

 

 



その後、実習室に移動し、実際に「シナリオ」と

いうシミュレーターモデル人形を使って、演習し

ました。 

ここでは、対象の状態を把握するために必要な

システムレビュー(問診)やフィジカルイグザミネ

ーション(視診・触診・打診・聴診)を行います。グ

ループで話し合い、どのように声をかけ、どのよう

にするのか具体的に話し合いました。 

教員は、自主的に学習が進められるよう、学生ら

に発問をしてきます。それによりグループでの学

びあいを促進しています。 

 

 

学生から何を収集するか発表してもらう場面で

は、「なぜその情報が必要か」を教員が確認したう

えて、わかりやすく意味づけしています。 

 

学生が実際に聴診器を使い、肺音、心音を聴診し

ました。患者さんにどのように声をかけるか考える

ことも大切な学びになります。 

 

 

 

 

学生が発表した内容を、教員は振

り返りながら、知識の定着を促進さ

せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数グループのシステムレビュー、フィジカルイグザミネーションの発表から、総合的に考えられるよう教員

は助言を行っていました。また、教員からは締めくくりとして、病態のメカニズムなど基本的な知識を活用する

こと、目的を持って情報収集すること、得た情報から何が言えるのかを考えて援助に役立てることを伝えていま

した。 

  



●基礎看護方法論Ⅶ(感染予防・創傷管理)◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

2022 年 11 月 8 日 

基礎看護方法論Ⅶは 1 年生に対して感染予防対策と清潔・不潔の概念と無菌操作、創傷管理に関する知識・技

術・態度を学ぶ科目です。 

感染性廃棄物とは何か、その取扱いの基本を

学ぶためにワークシートを用いながら学習を

進めています。 

教員はどのようなものが感染性廃棄物に該

当するのか説明したうえで、例として点滴チュ

ーブの先端を実際に見せ、鋭利な医療器材につ

いてどうすべきかそれはなぜか発問していま

す。 

 

 

つぎに、鋭利なものが含まれる機材、血液がついたガーゼ、血液が入っている試験管などの写真のカードを、

何色のハザードマークの廃棄ボックスに捨てるのか振り分けるグループワークを行いました。学生間ではなぜそ

こに廃棄するのか活発に意見がでました。発表の場面で、グループによって廃棄する場所がちがうものもあり、

教員は学生の考えも聞いたうえで、根拠を明示していました。 

 

●統合看護技術  ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

2022 年 10 月 5 日 

統合看護技術は 3 年次に行われる科目です。患者の状況にあった看護実践ができる、複数患者の看護を計画す

ることができる、自己の看護実践力を認識し課題を明確にできることを目的にした、演習も多く含めた科目です。 

3 年生は最後の実習である「統合実習」にむけ

て、領域別の実習と学内で学んだ知識や経験をふ

まえて、患者の状態に合わせた看護は何か、複数

患者を受け持つ場合優先すべき看護は何か、につ

いてグループワークをしました。 

新型コロナウイルス感染症により病院などで

実習に行くことができない時もありましたが、こ

れまでの実習の学びをもとに考えられるよう、助

言を受けながら活発なグループワークになりま

した。 



 

優先順位を考える根拠についてグループワーク

の発表をしています。学生からは、生命の影響や安

全面への影響を考慮することや患者自身の苦痛を

考慮するなどの意見がありました。 

 

統合実習では複数患者を受け持つことになりま

すが、これまでの実習で看護師はどのように動い

ていたのかを想起し、受け持つ際の留意点につい

てもグループワークをしました。 

 

 

学生からは、複数患者の身体的、

精神的側面の情報について優先順

位を考慮して収集すること、複数

患者の検査等の時間や業務に要す

る所要時間等、時間管理をする必

要性について意見がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員は学生の意見をもとに、

今後実習で具体的に考え、実践

につながるよう助言していまし

た。 

学生はこれまで受け持った患

者やかかわった看護師から多く

のことを吸収しており、積極的

な意見交換がありました。3 年間

の実習の経験が活かされたグル

ープワーク及び発表でした。 

 

 

 

 

 


